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治験コストと業務効率に関するアンケート調査へのご協力のお願い 
第20回CRCと臨床試験のあり方を考える会議2020 

 

謹啓 

時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り，厚く御礼申し上げます。 
さて，PhRMA/EFPIA Japanでは第20回CRCと臨床試験のあり方を考える会議2020に於いて「グロー

バル試験から排除されないために～コスト意識が日本の治験を活性化する～（仮題）」と題し共催セミ
ナーを開催する予定です。 
本共催セミナーでは，グローバル試験の参加国として日本が選ばれ続けるための喫緊の課題である

「クオリティ・スピード・コスト」について，2018 年，2019 年の 2 回にわたって皆様と一緒に議論し
てきました。今年はこの中の「コスト」に焦点を当て，治験を実施している最前線の現場で取り組める
ことを皆様と一緒に考える機会にしたいと考えております。 
また，昨今の COVID-19の感染拡大下では，医療機関と治験依頼者ともに様々な制限のある中，リ

モートモニタリングやリモート面会等の新たな取り組みもされてきたと思います。これらの取り組み
は，業務効率の改善やコストにも影響を与える可能性があり，実際に体験された皆様のご意見をお伺い
したいと考えております。 
共催セミナー開催に先立ちまして，医療機関で治験業務をご担当されている方々を対象としたアンケ

ート（回答は匿名）を下記の要領にて実施させて頂きたく存じます。アンケート結果につきましては，
取りまとめの上，共催セミナーの中で公表いたしますが，公表に際しては，個人情報等に配慮すると共
にアンケート調査の趣旨以外の目的では使用いたしません。 
皆様に於かれましてはご多忙の折，大変恐縮ではございますが，何卒ご理解ご協力の程宜しくお願い

申し上げます。 
謹白 

 
記 

 治験コストと業務効率に関するアンケート調査（Microsoft Forms） 
 URL：

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=hq_44ZXuGEe9DTdbNzZsg1K2
DElieN5ElGOMjswYSXxUNlpSSDBIR1VWWUZYRzhMT0lCVks3WlFRVi4u 

 アンケート実施期間：令和 2年 7 月 17 日（金）から 8月 7 日（金）まで 
 所要時間：15 分～30 分程度 （職種により異なります） 
 アンケートの構成： 

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=hq_44ZXuGEe9DTdbNzZsg1K2DElieN5ElGOMjswYSXxUNlpSSDBIR1VWWUZYRzhMT0lCVks3WlFRVi4u
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=hq_44ZXuGEe9DTdbNzZsg1K2DElieN5ElGOMjswYSXxUNlpSSDBIR1VWWUZYRzhMT0lCVks3WlFRVi4u


選択式：最大 39 問※，記述式（任意）：17 問 
※職種により回答が必要な質問数は異なります。 

 
＜アンケートに関するお問合せ＞ 
お問合せフォーム（←こちらをクリック）でご連絡ください。担当者よりご返信いたします。 
 

以上 
 

mailto:yukiko.haba@novartis.com;%20tomohiro.yamagami@boehringer-ingelheim.com;%20ayaka.kusakabe@abbvie.com?subject=%E3%80%90%E3%81%8A%E5%95%8F%E5%90%88%E3%81%9B%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%80%91%E6%B2%BB%E9%A8%93%E3%82%B3%E3%82%B9%E3%83%88%E3%81%A8%E6%A5%AD%E5%8B%99%E5%8A%B9%E7%8E%87%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88%E8%AA%BF%E6%9F%BB%EF%BC%88PhRMA/EFPIA%20japan%EF%BC%89

